
日本補体学会学会誌	
 論文投稿規定 

 
１）	
 論文内容について 

論文内容は、補体研究ならびにこれに関連する研究分野に関わる内容で、他誌に発表され

ていないもの、または投稿中でないものに限る。論文投稿者は、論文の題名、執筆者名、

内容など、関連する事項すべてに責任を負う。 
２）	
 投稿資格について 

投稿論文の筆頭著者および責任著者は、一般社団法人日本補体学会の普通会員（正会員、

名誉会員、学生会員）、かつ年会費を滞納していないものとする。ただし、編集者が依頼し

た原稿についてはこの限りでは無い。 
３）	
 著作権の保護について 

投稿者は、本誌に掲載する著作物に関わる権利を（社）日本補体学会に譲渡する。原則、

既に掲載されているものの再投稿は認めないが（二重投稿の禁止）、総説など、やむを得ず

著作権の発生している著作物、図、表のすべて、もしくはその一部を使用する場合には、

著者がその著作権を保有しているものから許可を取得する必要がある。また、原稿にはそ

の旨明記すると同時に許可を証明するものを合わせて投稿する必要がある。 
４）	
 倫理的配慮とプライバシーの保護、動物実験についての配慮 

投稿内容が臨床研究の場合には、「ヘルシンキ宣言（以後の改訂を含む）」に準拠し、施設

の倫理委員会の承認を得て行っていること、かつ容易に個人が特定されないように、個人

情報に十分に配慮した内容であること、動物実験の場合には、施設のガイドラインに従っ

て行われていることを論文中に明記すること。 
５）	
 論文査読について 

投稿された論文は、編集委員（編集委員長、日本補体学会会長、副会長、当期および次期

学術集会集会長、事務局長、及び前にあげる編集委員によって指名を受けたもの）によっ

て査読を受ける。 
６）	
 論文の採択 

投稿論文の採否は編集委員によって決定する。 
７）	
 論文の様式 

論文は、原著、症例報告、総説、研究会または学会記事、教室紹介、letter to editorとし、
その区分を 1ページ目に明示して提出する。 

８）	
 原稿の長さ 
原著、総説は制限なしとし、症例報告は 4ページ以内、その他は 2ページ以内とする。 

９）	
 原稿の書式 
1. 基本的な書式は、学会抄録に準ずる。原稿は、ワードプロセッサソフトウエアの

MS-Wordを用い、ページ設定を A4用紙にして、見本を参考に作成する。 



2. 論文本体の言語は、日本語を基本とするが、英語も可とする。ただし、英語の校正につ
いては、編集の過程で行われないため、著者の責任において、英文校閲を受けたものに

限る。 
3. 別紙の見本を参考に、題名、著者名、所属、題名（英語記載）、著者名（英語記載）、所
属（英語記載）、[抄録]、５語以内のキーワードを一段組みで記載する。改行して、 [背
景]、[方法]、[結果]、[考察]、[結論]、[謝辞]、[利益相反]、[文献]の順番で、２段組で記
載する。抄録は日本語 400字以内とし、英語の場合は 250words以内とする。図、表は、
適切な位置に見本を参考に挿入する。大きさを考慮の上、鮮明な原図あるいは写真（白

黒）を原稿中に添付する。（縮小あるいは拡大の指定はご遠慮下さい） 
フォントは、日本語は MS 明朝、英語と数字は Century を用い、英字、数字は半角と
する。文字サイズは、演題名は 14 ptを用い、氏名、所属、および本文には 10 ptを用
いる。また、行間は、1行として下さい。題名から 1行あけて氏名を記入し、その下に
所属を記入する。複数の施設の場合は、施設所属者の氏名の右肩に数字をつけ、施設に

は左肩に数字を付けて、順に所属を記入する。所属より１行あけて、英字のタイトル、

氏名、および所属を、それぞれ行を変えること。英語の所属より１行あけてから本文を

開始する。２ページ目は、左上隅から作成する。 
4. 図表の説明は、日本語は MSゴシック、英語と数字は Arial、文字サイズは、10 ptと
する。図表の表題は、太字とする。 

5. 度量衡は CGS単位とし、kg、g、mg、km、mm、L、dL、mL、mEq/L、mg/dLなど
を用い、数字は算用数字（1,2,3など）を用いる。 

6. 略語を使用する場合には、最初に表記された箇所で（）内に適切な略語を表記する。 
7. 引用文献は、本文中では引用順に右肩に番号をつけ、[文献]の項では著者名（すべて記
載）、論文名、雑誌名、巻数、ページ（初め-終わり）、および西暦年号（括弧内に入れ
る）を、この順に記載する。尚、文献数は、原書は 30以内、その他は 10以内とする。
総説においては、制限はない。 

例）1) 若宮ＯＯ、木下ＯＯ、・・・、井上ＯＯ. 補体研究会の歴史. 補体 52：222-240 (2015) 
	
 2) Matsushita M, Mizuno M, ・・・, Fujita T. OOOOOOO. Mol. Immunol. 44: 197-203 

(2012) 
	
 3) 書籍の場合 
	
 	
 著者名. 論文名. 編者名. 書籍名. 都市名: 出版社名, ページ（初めー終わり）(発行年
, 西暦） 
Kinoshita T, ・・・, Takahashi M. OO(論文名)OOO. In: Kinoshita T, Matsuo S, eds. “
書籍名”. Tokyo: 所在地（都市名）:出版社名, 187-888 (2010) 

8. 用紙は、上下 3.0 cm、左右 2.0 cmずつのマージンをとる。 
１０）	
 利益相反について 

著者は投稿論文の内容に関わる内容について、利益相反状況を開示する必要がある。謝辞



のあとに利益相反について記載する。 
記載方法 
	
 (1) 開示すべき COIがない場合： 
	
    筆者は、本論文内容に関連した開示すべき COI関係にある企業等はありません。 
  (2) 開示すべき COIがある場合： 
本研究に関わる著者の COI開示を以下に行う。１．補体太郎	
 奨学寄付金（oooo製薬株式
会社）、2．補体次郎	
 講演謝礼（OOO製薬会社）、３．・・・・・。 

１１）	
 送付先 
日本補体学会学会誌「補体」編集委員長 
名古屋大学大学院医学系研究科	
 腎不全システム治療学 

水野正司   E-mail: mmizu@med.nagoya-u.ac.jp 

      


